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ムでは、 R 言語、および、R 言語での Web ベースソフト開発環境である Shiny［3］を用い
たシステム構成としていた。特に、データの全体像についての 3 次元表現をおこなう “Bird’s 
Eyes” で表示された 3 次元表現と研究で着目している変数間の関係が適切であるかなどについ








図 2．VR と R でのシステム
3.1　VR システムでの表現可能な次元数
　通常は座標系（x, y, z）の点として表現されるが、ここでは、点の周りに半径 r の球、色に




　この VR システムではよく用いられている主成分分析の結果をも表示できるが、特に第 4 主




4.1　2 相 2 元データ
　時間的な変化がなく、ある 1 時点で収集されたデータについては図 3 のような表示が可能で
あり、動作により動的に表示が変化する。









　動的な表現として VR システム、分析として R システムを採用した場合の統合システムに
ついて報告した。今後の課題としては、VR ゴーグル着用時の操作（両手のジェスチャーによ
るデータ操作）の改善やＲと連携したデータ表示の改善などが挙げられる。
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